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医療連携室より
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下᧙リハビリテーション၏院

地 ؏ に 寄 り 添 い 、 地 ؏ と σ に
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医療連携室より

アクǻス方法

Ū,4 下᧙ᬜよりࢻഩᲯЎ

Ūǵンȇン交ᡫᇦ߃ȐスͣよりࢻഩᲫЎ
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ᐱ山の田ᐱՓৎ

දॖ

山の田方᩿から

の右৵は

できません。
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下᧙リハビリテーション၏院

၏院
ᬟ車ئ

ᬟ車ئ入ӝ
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上ᚡˌٳのことでも ˴かおりごとやご心ᣐなことがごƟいまいしたら、お気軽に᳇᳑までごႻᛩ下さい。

表紙の写真　　 コロナ収束祈願に山口市の瑠璃光寺へ。ライトアップされた五重塔をパシャリ︕

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

�ȷ３2 ᘺბ型ǵǤȜーグݰ入

�ȷᲯ2 ᡫリハビリテーション

Ჰ2　ベッド上のポジショニング研修

７2　自宅で出来る簡単体操

８2　医療ᡲઃ室より

医療連携室より

また、回ࣄ期၏ݣᝋ၌患ˌٳでも、一ȶஉᨂ定で

ჺ期入院Ტ一ȶஉで自宅にᡚ院できるᙸᡂみᲣしていた

だくことができます。

、もちをついてから部ၘ出ྵしހ　

ベッドからឪき上がる際介яをᙲして

いるཞ७であるたǊ、ᨼɶしてリハビ

リを行えないかとä

　入院ࢸ、ၘみのҾ׆をች௹し

˅ᭌᭌ৵をᛐǊました。ၘみが

々に軽ถし、ഩで身の回ࢹ

りのことが自身でできるように

なりました。
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当院は、࣯性期၏院から入

院でのリハビリが࣏ᙲな方

のご紹介をいただくことが

多いです。

���� 年ࡇは、自宅などの˰み慣れた地؏からご入院

いただいた方は �� Ӹいらっしǌいました。

急性期病院

下関リハビリテーション病院

紹
介

入院での

リハビリが

必要な方

回ࣄ期リハビリ

テーション၏院

当院は

です！

　パーキンǽン၏があり、ƾらつきࡇ々

あり᠃͂されていた。自宅内で᠃͂し

ၘが出ྵ。体動ᩊとなったたǊ、

# ᡐᭌן科Ӗᚮし、第Ძౢٳ࢟ૢ

৵のᚮૺ。自宅療の方ᤆだったが、ၘ

みが強く入院でのリハビリが࣏ᙲとのこと

で紹介いただいた。

　入院リハビリで、自̮がついたことと、

ˌ前より使ဇされていた৮ᡮഩ行֥の᭗

さを変し、ഩきやすさが改善され

て、ჺុᩉをഩでഩ行ができるよう

になりました。

# 科έ生紹介ٳ࢟ૢ �� ബဏ性

�� ബڡ性介護ૅੲݦᧉՃ紹介

　よǖƚてしǌがみこんだ際に左Ꮎが入りᡂ

みӖͻ。左Ꮊᭌၘで動ƚなくなり $ ٳ࢟ૢ

科Ӗᚮ。変࢟性ၘၐ術ࢸ、第 �

ౢןᡐᭌ৵ь療ɶだが、ഩ行ɧ

安定性もありݦᧉ的リハビリႸ的

にて紹介いただいた。

　入院ࢸ、下Ꮓၘはॖഒ的に

リハビリを行い、ഩ行֥使ဇしഩ行で

きるようになり、யഩ行でご自宅ǁ

࠙られました。ྵנは当院ᚧբリハ

ビリМဇし � 人でٳ出もできるように

なりました。

�� ബڡ性$ 科έ生紹介ٳ࢟ૢ

今回は、当院の入院

Ⴛᛩについて、かかりつƚ医έ生や

介護ૅੲݦᧉՃの方からご紹介

いただいたၐ̊とともに

  ごᛟଢいたします。
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国宝「瑠璃光寺五重塔」



ᘺბ型ǵǤȜーグ *#L®をݰ入

こちらは、患者様のに

ᘺბする࢟でごМဇいた

だくೞ֥となります。

HAL®

腰タイプ

HAL®（Hybrid Assistive Limb®）は、

身体機能を改善・補助・拡張・再生することができる、

世界初※の装着型サイボーグです。

※2009年に全国発明表彰 21世紀発明賞受賞。
   「サイボーグ型ロボット技術の発明」、特許第 4178186 号

装着型サイボーグHAL® 腰タイプ（BB04）を
導入させていただきました！

医療技術部

部長　波多野 ߁

理学療法士

ʟئ 

リハビリテーション科

だくೞ֥となります。

医療技術部

部長　波多野 ߁波多野 ߁
医療技術部医療技術部

　また、そうしたᏡщのྒࢽは患者様の

自̮にも繋がり、ご自身が「ഏはこんな

ことをႸ指したい」と日々のႸを持っ

て生活して᪬ƚるのではとᎋえています。

　その˂のጀと合わせてご活ဇ᪬くこ

とで、にഩ行ȷȐȩンスᏡщのӼ上に

繋がり、安μでスȠーズな動˺のྒࢽを

Ⴘ指します。

　これからもᅶたちは、こうしたೞ֥のݰ入やૼしい

ӕりኵみをᡫじて、患者様と「安心してその方らしい

生活をᡛって᪬ƚること」を一ደにႸ指していきたい

と思います。

主なཎࣉ

5つ

脳ҡɶやᭌ৵、Ꮸ᭒ͻ、

パーキンǽン၏ሁࠢ࠼い

၌患の方にࣖݣӧᏡ

ᇌち上がる、ゆっくりとࡈる

など日ࠝ生活に࣏ᙲな動きを

アシストᲢᙀ˱Უ

のਃを˯ถしながら、

動˺ጀがӧᏡ

操˺が簡単で安μ

1
特徴

2
特徴

3
特徴

4
特徴

ᢘࣖ身長140 ᳸180cmと

ӧᏡࣖݣい体の方に࠼ࠢ

5
特徴

155cm

173cm

アシストᲢᙀ˱Უ

患者様の
  声

50ബᲢڡ性Უ 60ബᲢဏ性Უ

　自Ўでᇌち上がること

ができませんでしたが、

 *#. を使ってリハビ

リをしたことで、自щで

ᇌち上がりが出来るよう

になって۹しいです。

　 *#. を使っての

リハビリはまだڼǊた

ばかりですが、ᇌち上

がりの動˺がすごく楽

に出来るようになりま

した。
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ご利用回数は
このように

なっています

ご心配な方は

ご相談ください

脳トレ活動

理学療法士 ங ፦Ο

˺ಅ療法士 ᕲߢ Ⴚ子理学療法士 山下 බ介

˺ಅ療法室 и主任  ࣓ݩ

いきいきファーム

パーキンソン体操 個別訓練

完成！

美味しい

ホットサンドが

TEL.083-242-1161いきいき健康館直通お問い合わせ先 TEL.083-228-6600リハビリテーション科直通

理学療法士

山下 බ介

実った野菜は

利用者の皆さんと

楽しく収穫しました！

楽しみながら

脳の体操を

行っています

身体全体を大きく使った

運動を取り入れています

ᡫリハビリテーションのごక内

要支援1

要支援2

要介護

週1回

週1～2回

週1～2回程度
(回数相談）

重りを使った集団体操

個別訓練
いきいきファーム

立ち上がり訓練

全身を使った体操を

実施しています

担当スタッフが

利用者様に合った個別訓練を

提供しています

上肢・下肢・体幹、

各種マシン取り揃えて

おります

いきいき健康館の裏で

お花やお野菜を

育てています

毎日120回、

頑張っています

理学療法士

ᆿ下 太ᢹ

理学療法士

૪ᕲ Ңࠃ

˺ಅ療法室

и主任　 ࣓ݩ

˺ಅ療法士 ᕲߢ Ⴚ子

リハビリя手 福ʟ ऑ子

リハビリя手 ܷۈ ᨻ代

10:00～11:59

14:00～15:59

月～土曜日
（祝日も実施）

午前の部：

午後の部：

実 施 日：

実施日時

20分
以内

病院から20分程度の範囲

送迎します！

ᨻ代 ܷۈᨻ代 ܷۈ

理学療法士

ᆿ下 太ᢹᆿ下 太ᢹ

全身を

リハビリя手 リハビリя手 

いきいき健康館の裏で

˺ಅ療法士 ᕲߢ Ⴚ子

利用者様に合った個別訓練を
理学療法士

見学や体験も
大歓迎です！

気になる方は、ぜひ

ご連絡ください。

マシーントレーニング

ჺ時間で

ᢃ動したい

ჺ時間でჺ時間で

ᢃ動したいᢃ動したい

このような方にごМဇいただƚます！

出のೞ会をٳ

やしたいف

出のೞ会をٳ出のೞ会をٳ出のೞ会をٳ

やしたいفやしたいف 身の回りの事を

自Ўで出来るように

なりたい

このような方にごМဇいただƚます！

˺ಅ療法士

ಁ᱾ ʣ፦

　ஜ年Ჯஉよりᡫリハビリテー

ションのᝧ任者をਖԡᐲしました、

˺ಅ療法士 ࣓ݩとဎします。

　当院のᡫリハビリでは、Ϊ実し

たトレーニングೞ֥のᚨ置はもち

ǖんですが、定期的にごஜ人やごܼ

ଈ様、医師やケアȞȍジャー、リハ

ビリスタッȕをԃǊたᛅし合い

のئをᚨƚ、Мဇ者様一人一人

に合わせたリハビリテーションを

੩̓するよう、心がƚています。

　ஜ年Ჯஉよりᡫリハビリテー

ションのᝧ任者をਖԡᐲしました、

　当院のᡫリハビリでは、Ϊ実し

たトレーニングೞ֥のᚨ置はもち

ǖんですが、定期的にごஜ人やごܼ

ଈ様、医師やケアȞȍジャー、リハ

に合わせたリハビリテーションを

【要支援 1】 週1回

【要支援２】週1～2回

【要介護】 週1～2回程度( 回数相談）
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●車の乗降が可能

●自立して移動が可能

●ADL自立（トイレ含む）

Ӗƚ入れݣᝋのႸ安ごМဇについて

理学療法士

山下 බ介

　人は「ӧग़いものやዦᰯな

ཋ」をᙸると、࠳せțルȢンが

Ўඣされます。ٳ出のೞ会が

ถった方々にとってはౡཋと

のƾれあいが、ᇰ᫊のきっか

ƚにもなっています。ٰ には

トȞトとキȥǦリ、ȒȞワリ

をᏋてました。ᅸにӼƚてǳ

スȢスがえています。

　「ǽȭキャンȗに行ƚるよ

うになりたい」とႸをᇌて

たМဇ者様とțットǵンド

˺りを行いました。左片麻痺

をԑしていますが、ೞᏡ

ጀȷ動˺指ݰȷؾᚨ定を一

ደに行っていくことで、「ま

た一ഩႸにᡈƮくことが

できた。」とおっしǌってい

ました。

　大きな٣と身体μ体を使っ

て体操することで、動˺のዼ

ॸさの改善や、動きを大きく

するјௐがあるとᚕわれてい

ます。楽しくᢃ動することで、

前Ӽきな気持ちになることが

Ⴘ的です。

　どなたでもӋьӧᏡですの

で、楽しく体操したい方は

᩼ごӋьください。

ᡵᲫ回で『脳トレ活、נྵ　

動』を行っています。様々な

ᩊତࡇのբ᫆からʚ重ᛢ᫆

をॖᜤしたբ᫆などを、レク

リǨーション感ᙾで実施し

ています。時にᇰいながら、

時にӋь者ӷ士でႻᛩしな

がら、和気あいあいとしたᩎ

。気で活動しています
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目標に沿った
運動を提供



ベッド上のポジショニング研修 自宅で出来る簡単体操 いつでも出来る脳トレ活動

生活期リハビリテーション科

理学療法室

主任　林 修平

パー

グー

テンポよく♪

脳内トレーニング＝脳トレは様々な方法で行えます。

テキストやドリルを使う方法もその一つですが、今回

は身体一つで簡単に出来る脳トレを紹介します！

脳トレの体操がうまくできてもできなくても、

脳血流の改善に繋がっています。うまくでき

なくても大丈夫！どんどんチャレンジして

脳を活性化させましょう！

前に出す手は「パー」

胸の前は「グー」

手を入れかえて右手左手

交互に繰り返します

慣れてきたら、前に出す手は「グー」

胸の前は「パー」でやってみましょう

「トントン」は

腕を上下に動かし

「グー」で

膝をトントンと

軽く叩きます

「スリスリ」は「パー」にした手の平で

太ももを手前にスリスリと動かします

テキストやドリルを使う方法もその一つですが、今回

脳血流の改善に繋がっています。うまくでき

なくても大丈夫！どんどんチャレンジして

「グー」「パー」に慣れたら

パターンを変えてみましょう！

パターン

「チョキ」「グー」

音楽に合わせてやってみるの

もいいですね！

左右を変えて

みましょう！

前に出す手を「チョキ」

胸の前は「グー」

逆にも挑戦！

前「グー」胸前「チョキ」

「トントン」していた方の

手を「スリスリ」に

「スリスリ」していた方の

手を「トントン」に交代します

パターン

「パー」「チョキ」

前に出す手を「パー」

胸の前は「チョキ」

逆にも挑戦！

前「チョキ」胸前「パー」

左右を変えて

みましょう！

「スリスリ」は「パー」にした手の平で

左右を変えて

みましょう！

左右を変えて

みましょう！

「スリスリ」は「パー」にした手の平で「スリスリ」は「パー」にした手の平で

スリスリ

トントン

右手→親指、左手→小指

「せーの」で指をかえます

右手→小指、左手→親指

交互に「ゆびチェンジ」しましょう

慣れてきたら、親指を

人差し指にかえてみま

しょう！

右手→小指、左手→人差し指

交互に「ゆびチェンジ」

右手→人差し指、左手→小指
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　定期的に開催しているケア

ワーカーの研修会で『ベッド上

のポジショニング』を行いまし

た。この研修は当院の医療技術

部長であり理学療法士の波多野

部長に講師をお願いし、年３回

シリーズで行われている体験型

の研修です。『車椅子のポジショ

ニング』、『引っ張らない移乗』

に続いての第３弾でした。

　日々行っている介護を学びな

おすことで、たくさんの気付き

がありました。患者様がどのよ

うな気持ちでおられるか、実際

各自が患者様の役をし、体験し

ました。

　ベッドに横になった時の枕の

位置を少し変えても、違和感を

感じたり、心地よくなったりし

ました。患者様にとって良かれ

と思って身体の下にクッション

を入れていましたが、実際体験

してみると窮屈だったりもしま

した。

　人間の片腕の重みは体重の

７％、頭部は８％です。それを

錘で持ってみるとみんなビック

リ。麻痺のある患者様は、この

重みを感じているんだと知りま

した。

　一時間の研修でしたが驚くこ

とが沢山で、あっという間に時

間が経ってしまいました。学ん

だことを活かして患者様の気持

ちに寄り添った介護をしていき

たいと思いました。

介護福祉士

主任 貴田 睦子

　知らない事ばかりで、とても勉強になりました。

　患者様が安楽に過ごせるよう、

実施していきたいと思います。

　知らない事ばかりで、とても勉強になりました。

ケアワーカー 正野 史子
経験年数
1年目
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下᧙リハビリテーション၏院

地 ؏ に 寄 り 添 い 、 地 ؏ と σ に
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医療連携室より

アクǻス方法
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ᐱ山の田ᐱՓৎ
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山の田方᩿から

の右৵は

できません。
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下᧙リハビリテーション၏院

၏院
ᬟ車ئ

ᬟ車ئ入ӝ

䝯䞊䝹䛷䛾䛤┦ㄯ䠖renkei@shimoreha.jp┦ㄯཷ TEL:083-232-5811 ᭶᭙᪥䡚ᅵ᭙᪥䠄᪥᭙ 䞉⚃⚍᪥䛾䛮䛟䠅
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上ᚡˌٳのことでも ˴かおりごとやご心ᣐなことがごƟいまいしたら、お気軽に᳇᳑までごႻᛩ下さい。

表紙の写真　　 コロナ収束祈願に山口市の瑠璃光寺へ。ライトアップされた五重塔をパシャリ︕　　 コロナ収束祈願に山口市の瑠璃光寺へ。ライトアップされた五重塔をパシャ

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

�ȷ３2 ᘺბ型ǵǤȜーグݰ入

�ȷᲯ2 ᡫリハビリテーション

Ჰ2　ベッド上のポジショニング研修

７2　自宅で出来る簡単体操

８2　医療ᡲઃ室より

医療連携室より

また、回ࣄ期၏ݣᝋ၌患ˌٳでも、一ȶஉᨂ定で

ჺ期入院Ტ一ȶஉで自宅にᡚ院できるᙸᡂみᲣしていた

だくことができます。

、もちをついてから部ၘ出ྵしހ　

ベッドからឪき上がる際介яをᙲして

いるཞ७であるたǊ、ᨼɶしてリハビ

リを行えないかとä

　入院ࢸ、ၘみのҾ׆をች௹し

˅ᭌᭌ৵をᛐǊました。ၘみが

々に軽ถし、ഩで身の回ࢹ

りのことが自身でできるように

なりました。
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当院は、࣯性期၏院から入

院でのリハビリが࣏ᙲな方

のご紹介をいただくことが

多いです。

���� 年ࡇは、自宅などの˰み慣れた地؏からご入院

いただいた方は �� Ӹいらっしǌいました。

急性期病院

下関リハビリテーション病院

紹
介

入院での

リハビリが

必要な方

回ࣄ期リハビリ

テーション၏院

当院は

です！

　パーキンǽン၏があり、ƾらつきࡇ々

あり᠃͂されていた。自宅内で᠃͂し

ၘが出ྵ。体動ᩊとなったたǊ、

# ᡐᭌן科Ӗᚮし、第Ძౢٳ࢟ૢ

৵のᚮૺ。自宅療の方ᤆだったが、ၘ

みが強く入院でのリハビリが࣏ᙲとのこと

で紹介いただいた。

　入院リハビリで、自̮がついたことと、

ˌ前より使ဇされていた৮ᡮഩ行֥の᭗

さを変し、ഩきやすさが改善され

て、ჺុᩉをഩでഩ行ができるよう

になりました。

　パーキンǽン၏があり、ƾらつきࡇ々

あり᠃͂されていた。自宅内で᠃͂し

ၘが出ྵ。体動ᩊとなったたǊ、

# ᡐᭌן科Ӗᚮし、第Ძౢٳ࢟ૢ

৵のᚮૺ。自宅療の方ᤆだったが、ၘ

みが強く入院でのリハビリが࣏ᙲとのこと

# 科έ生紹介ٳ࢟ૢ �� ബဏ性

�� ബڡ性介護ૅੲݦᧉՃ紹介

　入院リハビリで、自̮がついたことと、

ˌ前より使ဇされていた৮ᡮഩ行֥の᭗

になりました。

　よǖƚてしǌがみこんだ際に左Ꮎが入りᡂ

みӖͻ。左Ꮊᭌၘで動ƚなくなり $ ٳ࢟ૢ

科Ӗᚮ。変࢟性ၘၐ術ࢸ、第 �

ౢןᡐᭌ৵ь療ɶだが、ഩ行ɧ

安定性もありݦᧉ的リハビリႸ的

にて紹介いただいた。

　入院ࢸ、下Ꮓၘはॖഒ的に

リハビリを行い、ഩ行֥使ဇしഩ行で

きるようになり、யഩ行でご自宅ǁ

࠙られました。ྵנは当院ᚧբリハ

ビリМဇし � 人でٳ出もできるように

なりました。

科Ӗᚮ。変࢟性ၘၐ術ࢸ、第 �

ౢןᡐᭌ৵ь療ɶだが、ഩ行ɧ

安定性もありݦᧉ的リハビリႸ的

にて紹介いただいた。

　入院ࢸ、下Ꮓၘはॖഒ的に

�� ബڡ性$ 科έ生紹介ٳ࢟ૢ

　入院ࢸ、下Ꮓၘはॖഒ的に

リハビリを行い、ഩ行֥使ဇしഩ行で

ビリМဇし � 人でٳ出もできるように

今回は、当院の入院

Ⴛᛩについて、かかりつƚ医έ生や

介護ૅੲݦᧉՃの方からご紹介

いただいたၐ̊とともに

  ごᛟଢいたします。
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Ტ一ȶஉで自宅にᡚ院できるᙸᡂみᲣしていた

���� 年ࡇは、自宅などの˰み慣れた地؏からご入院
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かかりつƚ医έ生や

介護ૅੲݦᧉՃの方からご紹介

看護師
主任川口 良子

èレスパǤトȷケアはݣᝋٳです

　入院ࢸ、ၘみのҾ׆をች௹し

˅ᭌᭌ৵をᛐǊました。ၘみが

国宝「瑠璃光寺五重塔」




